
☑

☐

☐

☐ 環境

☑

☐

☐

☐

☑

＜パートナーシップ＞

年 月 日）

☐
☐
☐
☐
☐
☐
☐
☐
☐

・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。

環境
社会
経済

環境
社会
経済

環境
社会
経済

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載
してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてくださ
い。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更
新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

熊本に根差した企業としてステークホルダーと連携し、地域に愛される企業・なくてはならない企業
を目指し地域の持続可能性向上に精進致します。

環境

・電気自動車の導入促進
＜電気自動車の導入台数＞
2022年0台⇒2025年1台社会

経済

・インターンシップの受入人数

＜インターンシップ受入人数＞
2022年度実績40人
2023年度目標40人
2024年度目標40人
2025年度目標40人

社会

経済

環境

・ＤＸ推進による業務効率化（一人あたり時間外労働の
削減）
・地元雇用の促進

＜一人あたり時間外労働時間＞
2022年8.1時間/月
⇒2025年7時間/月
＜地元雇用促進（従業員数）＞
2022年33人⇒2025年35人

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 株式会社熊本ファシリティ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

株式会社熊本ファシリティは、熊本の未来をトータルプロデュースする「住生活総合グループ」を目
指し、この街の豊かさをつくるために積極的に持続可能な社会の実現に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


